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一
例
会
記
録
一

七
月
例
会
休
会

八
月
例
会
休
会

九
月
例
会
（
神
奈
川
地
方
会
と
合
同
）
平
成
十
一
年
九
月
二
十
五
日

横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
八
階
大
会
議
室

一
、
梅
毒
の
薫
薬
療
法
に
つ
い
て
中
西
淳
朗

一
、
佐
藤
方
定
の
発
見
し
た
「
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
寮
本
）
」

後
藤
志
朗

一
、
記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
考
察
鈴
木
衛

一
、
ペ
ス
ト
残
影
シ
リ
ー
ズ
（
十
）

ケ
ル
ン
に
「
ペ
ス
ト
残
影
を
求
め
て
、
そ
の
二
」
滝
上
正

一
、
女
性
の
病
の
社
会
史
野
末
悦
子

十
月
例
会
平
成
十
一
年
十
月
二
十
三
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
検
梅
医
・
松
山
不
苦
庵
の
足
跡
中
西
淳
朗

一
、
ド
イ
ツ
自
然
研
究
者
お
よ
び
医
師
協
会
の
一
七
五
年
（
二
）

ｌ
専
門
・
分
科
化
と
ア
マ
ル
ガ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
二
十
世
紀
ｌ

小
原
正
明

十
一
月
例
会
休
会

溌
夫
糸
記
事
茨
夫
糸
携
監
夫
詣
糸
同
究
詫
糸
携
＊
滞
兆
弗
詫

仙
台
藩
の
蘭
医
工
藤
平
助
が
「
赤
蝦
夷
風
説
考
」
を
著
し
て
、
老
中

田
沼
意
次
に
建
白
を
行
い
（
一
七
八
三
）
、
こ
の
献
策
が
容
れ
ら
れ
、
普

請
役
ら
が
エ
ト
ロ
フ
ヘ
派
遣
さ
れ
た
（
「
蝦
夷
地
一
件
」
）
。
異
例
と
も
い

え
る
献
策
採
用
か
ら
対
ロ
シ
ア
政
策
に
難
渋
し
て
い
る
施
政
者
の
困
惑

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

海
外
通
の
前
野
良
沢
・
中
川
淳
庵
・
桂
川
甫
周
・
大
槻
玄
沢
ら
と
親

交
の
あ
っ
た
工
藤
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
・
エ
ト
ロ
フ
の
状
況
を
述
べ
、

一
例
会
抄
録

十
一
一
月
例
会
（
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
と
合
同
）
平
成
十

一
年
十
二
月
十
八
日

黒
船
来
航
と
蘭
医
た
ち

、、、、

Ｗ
ハ
ー
ヴ
ィ
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
方
法
月
澤
美
代
子

動
物
の
死
と
記
念
物
勝
山
脩

日
本
の
犬
塚
ｌ
動
物
愛
護
史
の
視
点
か
ら
小
佐
々
学

横
須
賀
製
鉄
所
医
師
Ｒ
Ａ
Ｌ
サ
ヴ
ァ
チ
ェ
を
め
ぐ
っ
て
竹
中
祐
典

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

望
月
洋
子
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ロ
シ
ア
と
平
和
裡
に
貿
易
を
行
う
べ
き
と
の
意
見
を
主
張
し
た
。
幕
府

の
海
外
情
報
収
集
は
遅
れ
、
対
策
は
皆
無
で
あ
っ
た
か
ら
、
鎖
国
下
の

日
本
で
、
外
国
語
が
読
め
て
、
海
外
事
情
を
知
る
有
識
者
を
起
用
す
る

こ
と
を
先
ず
考
え
た
の
は
無
理
で
は
な
か
っ
た
。

蘭
学
者
・
蘭
医
・
通
辞
は
一
つ
に
括
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
情
報
の

伝
播
、
科
学
知
識
、
技
術
習
得
な
ど
の
点
か
ら
も
、
ま
た
諸
藩
の
社
会

的
階
層
事
情
か
ら
も
、
蘭
医
を
起
用
す
る
の
が
直
裁
か
つ
無
難
で
あ
っ

た
。
田
沼
時
代
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
杉
田
玄
白
・
大
槻
玄
沢
ら
は
北

辺
の
国
際
事
情
に
つ
い
て
発
言
摘
録
し
た
。
ロ
シ
ア
に
漂
着
し
た
漂
民

か
ら
聴
耆
を
と
り
、
書
物
と
し
て
ま
と
め
た
の
も
蘭
医
た
ち
で
あ
る
。

年
を
追
っ
て
露
英
の
黒
船
が
来
航
し
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
、
国
家
の
危
機

意
識
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
蘭
学
者
・
蘭
医
た
ち
は
北
へ
南
へ
と
移
動
し

て
情
報
を
摂
取
し
、
知
識
を
集
め
た
。
藩
や
地
方
差
を
超
越
し
て
交
流

し
得
た
時
代
で
あ
る
。
彼
ら
は
徳
丸
ヶ
原
の
演
習
を
見
、
佐
久
間
象
山

塾
や
江
川
英
龍
の
塾
、
さ
ら
に
伊
東
玄
朴
や
緒
方
洪
庵
の
門
を
叩
き
、

意
見
を
交
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
冊
の
洋
書
を
貸
借
書
写
し
、
共
訳
も

し
て
い
る
。
翻
訳
兵
書
に
つ
い
て
は
所
荘
吉
氏
の
目
録
が
詳
し
い
。
大

槻
玄
沢
が
蝦
夷
御
用
を
、
箕
作
院
甫
が
長
崎
出
張
を
命
じ
ら
れ
て
ロ
シ

ア
船
御
用
を
つ
と
め
、
伊
東
玄
朴
が
佐
賀
藩
命
で
砲
台
築
造
に
関
与
す

る
な
ど
、
医
師
た
ち
は
軍
事
に
多
忙
と
な
っ
て
い
く
。

南
部
藩
医
大
島
高
任
は
長
崎
で
修
行
中
、
藩
か
ら
医
学
を
中
止
し
て

砲
学
を
修
め
よ
と
命
じ
ら
れ
、
く
‐
配
信
①
冒
言
の
鉄
製
砲
鋳
造
法
を
訳

す
。
水
戸
藩
の
藤
田
東
湖
は
、
大
島
を
招
聰
し
て
反
射
炉
を
造
ら
せ
る

べ
く
奔
走
、
三
春
藩
の
蘭
医
熊
田
嘉
門
と
共
に
強
引
に
ス
カ
ウ
ト
し
た

熱
中
ぶ
り
を
示
す
書
簡
が
大
島
家
に
残
っ
て
い
る
。
佐
賀
の
佐
野
常
民

も
医
学
修
行
を
や
め
て
精
練
方
に
配
属
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
佐
賀
藩

の
軍
事
科
学
に
つ
い
て
は
「
松
の
落
葉
」
に
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。

医
家
に
と
っ
て
、
外
国
船
の
来
航
は
疫
病
の
流
入
を
も
意
味
し
た
。

中
国
と
の
接
触
が
痘
瘡
を
も
た
ら
し
て
以
来
流
行
は
く
り
返
し
て
お

り
、
嘉
永
二
年
に
長
崎
の
藺
館
医
モ
ー
ニ
ケ
が
ジ
ャ
ワ
か
ら
牛
痘
を
持

参
し
て
、
種
痘
を
実
施
し
た
こ
と
で
蘭
医
た
ち
は
痘
瘡
の
予
防
に
と
り

く
む
。
こ
の
長
崎
経
由
の
牛
痘
と
は
別
に
、
ロ
シ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
中

川
五
郎
治
が
ロ
シ
ア
で
得
た
種
痘
の
知
識
は
、
通
詞
馬
場
貞
由
に
よ
り

「
遁
花
秘
訣
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
彼
は
英
船
か
ら
も
知
識
を
得
て
い

る
。
長
崎
の
痘
苗
を
普
及
定
着
す
る
た
め
努
力
し
た
藺
医
た
ち
は
、
積

極
的
に
藩
主
に
働
き
か
け
、
自
ら
の
家
族
に
率
先
し
て
種
痘
し
た
。
種

痘
が
成
功
を
見
る
こ
と
で
、
合
理
的
な
予
防
医
学
を
認
識
し
、
自
然
科

学
の
偉
力
を
拡
め
る
気
運
が
生
じ
た
。
洋
医
学
へ
の
信
頼
が
根
づ
き
、

漢
方
医
に
対
抗
す
る
社
会
的
背
景
を
強
化
し
た
こ
と
で
も
種
痘
を
め
ぐ

る
蘭
医
た
ち
の
協
力
は
無
視
で
き
な
い
。
長
崎
の
痘
苗
は
楢
林
宗
建
、

鍋
島
直
正
、
大
石
良
英
、
大
槻
俊
斉
、
日
野
鼎
哉
・
笠
原
良
策
・
松
平

春
獄
・
緒
方
洪
庵
・
半
井
元
沖
ら
を
は
じ
め
多
く
の
協
力
に
よ
っ
て
普

及
し
、
各
地
に
除
痘
館
の
設
立
を
見
る
ま
で
に
至
っ
た
。

深
瀬
泰
旦
氏
の
研
究
で
知
ら
れ
た
手
塚
良
斎
も
、
長
崎
か
ら
痘
苗
を

東
へ
運
ぶ
役
割
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
笠
原
書
簡
に
見
え
て
い

る
、
嘉
永
二
年
当
時
の
良
斎
が
、
藩
主
の
命
に
よ
り
長
崎
で
砲
術
書
を

購
入
し
、
医
学
書
、
砲
術
害
を
訳
し
て
い
た
事
実
も
示
さ
れ
て
い
る
。

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
蘭
医
だ
っ
た
橋
本
左
内
も
、
福
井
藩
医
の
父
彦
也
や
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茨
詫
劣
紹
介
”
滞
劣
弗
諜
携
監
監
恭
夫
夫
茨
詫
諜
驚
夫
茨
夫

笠
原
良
策
と
と
も
に
種
痘
普
及
や
洋
書
習
学
所
設
立
に
力
を
注
い
だ
。

階
級
の
別
な
く
人
材
を
抜
擢
し
封
建
的
主
従
関
係
を
超
え
て
、
国
家
の

統
一
を
夢
み
た
英
才
で
あ
る
。
昭
和
の
戦
争
に
よ
り
憂
国
の
志
士
像
に

作
り
上
げ
た
観
が
あ
る
。

藺
医
た
ち
の
行
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
個
々
の
紹
介
は
割
愛
せ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
主
命
に
よ
り
医
学
を
軍
事
的
知
識
の
摂
取
に
変
更

し
た
者
も
、
種
痘
な
ど
に
は
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
従
来
、
藺
医

は
地
方
単
位
で
調
査
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
外
国
の
脅
威
を
前
に
し
て

或
は
複
数
の
塾
に
在
籍
し
、
藩
を
超
え
て
協
力
し
つ
つ
多
角
的
に
活
躍

す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
努
力
が
近
代
的
医
学
の
使
命
を
自
覚
し
、

学
術
的
組
織
化
の
要
請
を
生
ん
だ
と
も
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
諸
藩
、
と
り
わ
け
海
を
領
内
に
抱
え
た
藩
で
は
必
死
の
防

備
と
砲
台
築
造
、
反
射
炉
の
研
究
が
続
き
、
阿
藺
陀
別
段
風
説
害
に
予

告
さ
れ
た
通
り
、
嘉
永
六
年
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
黒
船
、
マ
シ
ュ
・
カ
ル

プ
レ
イ
ズ
・
ペ
リ
ー
の
来
航
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
蘭
医
た
ち
の
行
動

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
調
査
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
平
成
十
一
年
六
月
例
会
）

『
大
塚
恭
男
論
文
集
東
洋
医
学
の
世
界
」

日
本
医
史
学
会
に
お
け
る
東
洋
医
学
に
関
す
る
演
題
は
こ
の
半
世
紀

の
間
に
年
々
増
加
し
て
い
る
。
か
っ
て
は
東
洋
医
学
を
蔑
視
す
る
傾
向

が
強
か
っ
た
が
、
著
者
大
塚
恭
男
先
生
の
門
下
の
小
曽
戸
洋
博
士
ら
に

よ
る
本
格
的
な
発
表
が
現
わ
れ
、
可
成
り
様
子
が
変
っ
て
き
た
。
し
か

し
東
洋
医
学
や
漢
方
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
医
史
学
研
究
者
も
、
未
だ

異
和
感
が
あ
り
当
惑
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
方
に

推
奨
で
き
る
の
も
、
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
私
は
学
生
時
代
か
ら
東
洋

医
学
と
医
史
学
を
並
行
し
て
勉
強
し
て
き
た
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、

変
な
言
い
方
だ
が
、
私
の
性
に
最
も
合
っ
た
の
は
大
塚
恭
男
先
生
の
諸

論
考
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
東
洋
医
学
と
い
う
特
殊
な
世
界
に

閉
じ
籠
ら
ず
、
広
く
東
西
に
わ
た
る
世
界
的
な
視
野
と
臨
床
医
史
学
的

な
展
望
が
気
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
塚
恭
男
先
生
の
論
著
は

特
に
心
し
て
集
め
、
読
ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
本
書

を
開
い
て
驚
い
た
。
私
の
知
ら
な
い
論
著
が
相
当
あ
り
、
改
め
て
啓
発

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
編
集
の
労
を
と
ら
れ
た
花
輪
・
小
曽
戸
両
先
生

ら
に
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
塚
先
生
と
言
え
ば
先
考

の
敬
節
先
生
が
余
り
に
も
有
名
で
、
や
塾
も
す
る
と
恭
男
先
生
は
親
の

七
光
り
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
書
に
よ
っ
て
、
出
藍
の
譽
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

広
汎
な
内
容
を
五
章
に
分
け
て
あ
る
が
、
細
目
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示

そ
う
。
第
一
章
東
洋
医
学
に
つ
い
て
１
１
東
洋
医
学
の
歴
史
・
中
国

医
学
の
伝
統
・
古
代
ア
ジ
ヤ
医
学
・
佐
々
木
隆
興
・
朝
比
奈
泰
彦
・
生

命
概
念
・
医
の
倫
理
・
癌
血
の
証
・
気
・
水
・
ワ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

城
。
第
二
章
医
史
学
的
考
察
１
１
傷
寒
論
・
千
金
方
・
吉
益
東
洞
・

吉
益
南
涯
・
医
者
意
也
・
「
東
洋
洛
語
」
・
大
槻
玄
沢
の
学
風
（
処
女
作
、


